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日露戦争前における在満日本人の動向











































































































































































国　　　　籍 男 女 計
清　　国　　人 27843 495 28338
ロ　シ　ア　人 10775 4804 15579
日　　本　　人 210 252 462
韓　　国　　人 29 1 30
ド　イ　ツ　人 18 4 22
フランス人 6 2 8
イギリス人 3 0 3
そ　　の　　他 98 35 133




























































































































































































































































































































ロシア 日本人 中国人 その他
1901男 6044 378 15908914
女 1990 390 1793 187
児童 598 111 879 57
計 8632 879185801158
1903男 15651 339 18134189
女 1130 316 2775 76
児童 828 23 2585 16

















































































ロシア人 日本人 中国人 その他
1901男 1219 29019065 21
女 159 12 2220 1
児童 140 122483 一
計 1518 31423768 22
1903男 7572 257 24010 68
女 3426 37 1860 9
児童 3436 13 569 3
計 14434 30726439 80
出典；満鉄調査課編r露国占領前後二於ケル大連及
旅順』1911年、16頁より作成。
　ロシアは大連を貿易港に育成しようと考えてい
たが、日露戦争前では鉄道の運行が順調ではな
く、輸入品を大連から満洲奥地に送ることや、輸
出品を満洲奥地から大連に輸送することは難し
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かった。それゆえ、とくに輸出は振るっていな
かった。その様子を領事報告は次のように述べて
いる13）。
　　ダルニーハ目下専ラ工事二関スル材料船舶鉄
　　道用ノ石炭及居留人日用雑貨ヲ輸入スルニ過
　　キスシテ、其輸入品力遠ク内地二分布セラ
　　ル）・L二至ラス。輸出品トシテハ営口、奉天、
　　鉄嶺地方ヨリ豆、豆粕等ノ輸出ヲ試ミル者ア
　　ル由ナルカ、鉄道ノ便完成セサルXヲ以テ、
　　未タ輸出品トシテ数フヘキモノナシ
輸出貿易を行える状態が整っていないため、1902
年1月から9月（ロシア歴）までの大連の輸入額
318万ルーブルに対し、輸出額はわずかに2万
ルーブルであった14）。鉄道が規則正しく運行さ
れ、満洲内の農産物が大連に集積され、大連から
大量に輪出されるようになるのは日露戦争後で
あった15）。このため、日本人の特産物商が大連で
活動するようになるのも日露戦争後であった。
　旅順、大連の日本人も、日露戦争勃発後にその
ほとんどは引き上げた16）。
1）王家倹「旅順建港始末（一八八〇一一八九〇）」『中
　央研究院近代史研究所集刊』5、1976年。
2）「清国旅順口青泥窪並大連湾地方在留本邦人情況」
　『通商彙纂』200号、1901年。
3）「旅順口並大連湾情況」『通商彙纂』247号、1903年。
4）『日本人物情報体系11満洲編1』163，355頁。川上
　は日露戦争後には大連に移り、運送業などを営み、大
　連市市議員にも選出された。
5）『日本人物情報体系11満洲編1』171頁、『日本人
　物情報体系12満洲編2』174頁。山下は日露戦争後
　には安東に移り、材木販売を営んだ。
6）『日本人物情報体系11満洲編1』184頁、『日本人
　物情報体系20　満洲編10』164～165頁。
7）芝　水野領事→小村外相「旅順口会議其他二関スル
　報告ノ件」明治36年7月18日（丁日本外交文書』第36
　巻第1冊、1957年）819～820頁。
8）「遊清記」『内藤湖南全集』第四巻、筑摩書房、1971
年、333頁。
9）前掲「清国在留本邦人職業別表」。
10）横浜税関『清国芝　、威海衛、青泥窪、牛荘、膠洲
　及上海視察報告書』1904年、161頁。
11）前掲『内藤湖南全集』337～338頁。
12）前掲「清国旅順口青泥窪並大連湾地方在留本邦人情
　況」。
13）前掲「旅順口並大連湾情況」
14）「ダルニー市人口並貿易近況」『通商彙纂』247号、
　1903年。　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’
15）大連における大豆貿易の発展については、拙稿「満
　洲事変前、大豆取引における大連取引所の機能と特
　徴」『東洋学報』81巻3号、1999年参照。
16）旅順からは1904年2月8日に第一陣が引き上げ、第
　二陣の引き上げは旅順沖で戦闘が8日夜に始まった
　ため15日に行われた（r露治時代の旅順』旅順図書館、
　1936年、24～29頁）。1904年5月に日本軍が大連を占
　領した時、11名の日本人がいたという（r大連市史』
　大連市役所、1936年、237頁）。
（3）奉天・遼陽の日本人
　営口や旅順などの沿岸部ではなく、奉天や遼陽
などの内陸部に居住する日本人も少数ながらい
た。
　日本人が奉天に居住したのは1901年であったら
しく、1902年1月の調査には写真業、ラムネ製造
業、理髪業、洗濯業など「主トシテ露人ヲ相手二
営業」する商売を営み、総数36名が居住していた
とある1）。奉天も義和団事変後、ロシア軍の占領
下に置かれたことからロシアの勢力が強く、居留
日本人もロシア官憲の顔色をうかがいながら営業
していた。1902年3月の調査報告には以下のよう
にある2）。
　　一昨年来本邦人ノ該地二入込ムモノ続々トシ
　　テ起リ、目下在留者四十蝕名二上レリ。然レ
　　トモ過半数ハ婦女子之ヲ占メ、稽真面目ナル
　　職業二従事スルモノハ「ラムネ」製造業一
　　戸、写真業二戸、理髪業一戸、洗濯業一戸ア
　　ルノミニシテ、雑貨店ノ如キモ未タ開舗セラ
　　レタルモノナシ。是等ノ本邦人ハ皆露西亜警
　　察署ノ管理ノ下二立チテ職業二従事シツNア
　　ルモノニシテ、開業スルニ就テモー二警察署
　　長ノ許可ヲ挨テ始メテ行ハルNモノニシテ、
　　且其間種々ナル事情二遭遇シ、遂二為スナク
　　シテ空シク引キ返ス者アルハ屡々見聞スル所
　　ナリト云フ。
　薬種業の卸しとラムネ製造をしていた望月実太
郎（1873年広島県生）は、東支鉄道の請負いによ
り元手をつくり、1898年5月にハルビン経由で奉
天に来た。東支鉄道の建設とかかわったことが、
満洲で商売を行う決意を望月実太郎にさせたと考
えられる3）。写真店を営んでいた永清文次郎（1869
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年長崎県生）は、1900年に旅順を経由して奉天に
やって来た。永清文次郎は奉天草分けの日本人で
あり、日露戦争後も奉天で活動を続けた4）。
　遼陽に居留した日本人も売春婦が多かった。
1903年の報告には奉天と遼陽を比較して次のよう
に述べている5）。
　　目下奉天二在留スル日本人ハ洗濯屋一戸、理
　　髪店一戸、写真屋一戸、ラムネ製造屋一戸、
　　貸席二戸ニシテ娼妓十五六名在留シ居ルモ、
　　近来ハ頗ル不景気ナル由二侯、然ルニ遼陽ニ
　　ハ貸席四戸娼妓四十名アリテ内二二十七八名
　　ハ城内二住シ、目下頗ル繁昌シ居ル由二侯。
奉天の売春婦は15、6名であったのに対して、遼
陽には40名いたとしている。
　長春へも日本人は流入していたが、その大半は
売春婦であった。1902年3月の調査には「本邦人
ノ在留スルモノ三十鹸名殆ント皆浦監斯徳港ヨリ
轄住セシモノニシテ、婦女子多数ヲ占メ雑業二従
事スルモノアレトモ、未タ學グルニ足ルモノアル
ナシ」と報告されている6）。1903年6月の領事報
告によると、鉄嶺、開原、大石橋でも最多の職業
は「貸席」に従事する女性であった7）。
1）営口田辺領事→小村外相「奉天視察報告書提出之
件」明治35年3月8日（外務省外交史料館6－1－6
－42「牛荘領事館報告書」）。
2）「東清鉄道附近商況視察報告書」r農商務省商工局臨
時報告』明治35年第12冊、23頁。
3）『日本人物情報体系20　満洲編10』155～158頁
4）『日本人物情報体系11満洲編1』62頁、『日本人物
情報体系12　満洲編2』288頁（永清文治郎となって
おり文次郎の誤植）。また永清文二『満洲奉天の写真
屋物語』東京経済、1999年も参照。
5）営口瀬川領事→小村外相「満洲二於ケル露国ノ動静
報告ノ件」明治36年5月4日r日本外交文書』36巻1
冊、846頁。
6）前掲「東清鉄道附近商況視察報告書」82頁。
7）前掲「清国在留本邦人職業別表」。
結びにかえて
　日露戦争前に満洲に流入した日本人は、ロシア
による東支鉄道や旅順・大連の建設を契機に満洲
にやって来た人と、営ロへ対日貿易を目的として
やって来た人との二種類に大別できると言えよ
う。こうした特徴は、日露戦争前に満洲を旅行し
た稲垣伸太郎も次のように指摘している1）。
　　満洲に入り込んで居る我日本人は、総数既に
　　三千人に近いであろうが、今之を進入の経路
　　により色別をするといふと、二様の系統に大
　　別することが出来るのである。即ち露領より
　　流れ込んだ系統に属する者と清国方面から漂
　　着した系統に属する者とである。商人でも恰
　　爾濱に居る者は多くは露西亜系に属して、営
　　口に居る者は支那系に属して居る。旅順青泥
　　窪は何ちらかと言へば無論露領の落武者が多
　　い。…
　　…満洲なる実艘を研究する上に就いても、支
　　那通は専ら支那の勢力上よりし、露西亜通は
　　専ら露西亜の勢力上よりするので、其観察動
　　もすれば一半面に過ぎ無いのは遺憾の至りで
　　ある。満洲の真相は是非之を両面の観察に挨
　　たねばならぬ。
ロシア系と中国系に大別される在満日本人の双方
を考察する必要性を主張している。
　職業の特徴としては、大工などの建設労働者、
ロシア人を相手にした雑貨商や洗濯屋などの零細
な資本でも開業できた商売が多く、女性は圧倒的
に売春婦であった。対日貿易に従事する日本商人
は、小人数が営口に存在したにすぎなかった。人
数的にはロシア人を相手に建設請負いや商売をし
ていた日本人が大半を占め、そこに日本の国権伸
張的色彩は乏しかった。
　日露戦争により、ほとんどの在満日本人は引き
上げを余儀なくされた。戦後に戻ってきた日本人
も多かったが、在満日本人をめぐる状況は大きく
変化した。第一に、旅順、大連が日本の租借地と
なっただけでなく、開港場は営口1港から17港2）
に増えた。また、満鉄付属地においては日本人が
行政権を行使できた。このため、日露戦争後では
ロシア官憲の顔色をうかがいながら居住、営業す
る必要性は大きく低下した。第二に、日本人の人
数が急激に増え、日本人を顧客にした商売が可能
となった。1903年では約2500人であった在満日本
人は、日露戦争後の1908年には約5万8000人に、
1914年には約10万人に増えていた3）。満鉄社員や
関東州の役人といった日本人を相手にす19）商売
が、日露戦争後には生まれたのである。こうした
変化を『営口日本人発展史』は、以下のように述
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べている4）。
　　戦前（日露戦争）の邦人数十人は、支那貿易
　　に遽て立てり。貿易に従事せずも支那人社会
　　を地盤に立ちしかば、支那側と密接なる利害
　　の関係ありしが、戦後は僅少なる純貿易業者
　　を除き、支那側と分離し、両者の社会互に其
　　肥痔に不関係となれり。
営口では日露戦争を契機に、居留日本人は中国人
社会と離れ、日本人社会のなかだけで生活してい
けるという変化が生じていた。同様にハルビンや
旅順でも、ロシア人社会との関係なしに、日本人
だけで暮らしていける状況が生れていたと考えら
れる。また、日本人女性に多かった売春婦は日露
戦争後でも消滅しなかった。消滅しなかったばか
りか、その活動範囲は満洲全域に及び、満鉄沿線
から離れた奥地に暮らす日本人女性の大半は売春
婦であった5）。
　ロシア人を相手にするにせよ、中国人を顧客に
するにせよ、日露戦争前に満洲で活動した日本人
には、日本人以外の人達と交渉する能力が必要で
あった。そして、不安定な居住権や日本とは異な
る状況に対応していくことが求められた。だが、
日露戦争によりこうした状況は一変した。日露戦
争後に満洲へ渡って来た日本人は、当初は日本軍
を、日本軍が撤退した後は在住日本人を相手に生
活する人が多数を占めた。日本人だけを相手にし
ても、満洲で暮らしていける状況が日露戦争を契
機に誕生したのであった。
1）稲垣伸太郎r満洲の話』白山黒水社、1904年、98～
　99頁
2）奉天、安東、鳳風城、遼陽、新民屯、鉄嶺、通江
子、法庫門、長春、吉林、吟爾浜、寧古塔、琿春、三
姓、斉斉恰爾、海拉爾、愛琿、満洲里。
3）副島昭一「戦前期中国在留日本人人口統計（稿）」
　『和歌山大学教育学部（人文科学）』33号、1984年、
18頁。
4）前掲r営口日本人発展史』117頁。
5）例えば、1916年の双城塗では在留日本人女性135名
のうち、72名が売春婦であったと報告されている
　（「東支鉄道沿線事情」r通商公報』446号、1917年）。
　　　　　　　　　　　（2000．11．20受理）
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